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2
0
1
5
年
９
月
17
日
、
参
院
特

別
委
員
会
に
お
い
て
鴻
池
委
員
長
は

採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。
当
初
は
、

「
参
議
院
は
衆
議
院
の
コ
ピ
ー
で
は

な
い
、
良
識
の
府
と
し
て
の
議
論
を

す
る
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
の
強
行

採
決
で
し
た
。

議
事
録
に
は
「
委
員
長
（
鴻
池
祥

肇
君
）
…
…
（
発
言
す
る
者
多
く
、

議
場
騒
然
、
聴
取
不
能
）
と
記
さ
れ
、

委
員
長
退
席
、
午
後
４
時
36
分
」
と

し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。（
水
岡

俊
一
日
政
連
参
議
院
議
員
・
兵
庫
選

出
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ
ー
ル
に
よ
る
。）

こ
れ
で
、
本
当
に
委
員
会
可
決
と

い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

な
た
に
や
正
義
参
議
院
議
員
（
日

政
連
）
は
横
浜
の
地
方
公
聴
会
（
９

月
16
日
午
後
２
時
）
で
「
こ
の
地
方

公
聴
会
の
後
に
、
も
う
一
度
特
別
委

員
会
を
開
く
こ
と
を
職
権
で
決
め
た

こ
と
は
大
変
遺
憾
で
許
せ
な
い
、
抗

議
を
申
し
上
げ
る
」「
限
定
的
な
集

団
的
自
衛
権
と
い
う
言
葉
は
、
国
際

法
上
あ
り
得
な
い
言
葉
で
、
安
倍
政

権
が
作
っ
た
勝
手
な
言
葉
だ
」
な
ど

と
発
言
し
ま
し
た
。
広
瀬
清
吾
公
述

人
も
「
今
日
、
こ
の
後
に
強
行
採
決

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
も
し
起
こ
る

と
す
れ
ば
、
参
議
院
の
良
識
が
問
わ

れ
る
事
態
に
な
る
」
と
発
言
し
ま
し

た
が
、
議
事
録
に
も
記
載
さ
れ
な
い

の
に
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

９
月
18
日
、
参
議
院
本
会
議
に
お

い
て
、神
本
み
え
子
参
議
院
議
員（
日

政
連
）
は
、
安
倍
総
理
に
対
す
る
問

責
決
議
案
に
対
し
て
賛
成
の
討
論
を

行
い
ま
し
た
。「
昨
日
の
強
行
採
決

で
は
、
与
党
の
特
別
委
員
会
委
員
以

外
の
多
数
の
議
員
が
鴻
池
委
員
長
を

取
り
囲
み
、
野
党
議
員
は
評
決
権
を

行
使
で
き
な
か
っ
た
。
委
員
長
は
評

決
権
を
奪
う
こ
と
は
で
き
ず
、
今
回

の
採
決
は
無
効
で
あ
る
。
又
、
今
も

多
く
の
人
た
ち
が
国
会
を
包
囲
し
な

が
ら
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
と
い
う

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
い
る
。
国
民

が
許
さ
な
い
ア
ベ
政
治
と
は
何
か
。

そ
れ
は
、
第
１
に
『
国
民
に
真
実
を

語
ら
ず
嘘
を
つ
い
て
い
る
こ
と
』、

第
２
に
『
米
国
へ
の
追
随
』、
第
３

に
『
安
保
法
制
の
真
実
を
報
道
し
よ

う
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
や
自
ら
の
意
見

を
声
に
出
そ
う
と
す
る
人
た
ち
に
恫

喝
を
か
け
る
こ
と
』
だ
。
ア
ベ
政
治

の
暴
走
に
よ
っ
て
自
由
と
民
主
主
義

の
基
本
が
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
さ
に
、
平
和
、
立
憲
主
義
、
民
主

主
義
の
存
立
危
機
事
態
で
安
倍
内
閣

の
退
陣
を
求
め
る
」
と
。

◆
編
集
後
記
◆

2
0
1
5
年
９
月
19
日
を
私
た
ち
は
決

し
て
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
を
柱
と
す
る
安
全
保
障
関
連

法
が
、
こ
の
日
の
未
明
の
参
院
本
会
議
で
、

自
民
・
公
明
両
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
・
成
立
し
た
日
だ
。
私
も
未
明
ま
で
抗

議
行
動
に
参
加
し
、
そ
の
瞬
間
激
し
い
怒

り
に
包
ま
れ
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
17
日
に
は
参
院
特
別
委

員
会
で
の
強
行
採
決
。
そ
の
一
部
始
終
を

テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
が
、
あ
の
状
況
で
可

決
さ
れ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。“
ど

さ
く
さ
採
決
”
無
効
の
運
動
も
開
始
さ
れ

た
。採

決
後
の
各
種
世
論
調
査
で
も
「
国
会

で
の
審
議
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
思
わ
な

い
」
が
80
％
近
く
を
占
め
、
多
く
の
国
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
状
況
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
６
月
４
日
に

行
わ
れ
た
憲
法
審
査
会
で
参
考
人
３
人
全

員
が
「
安
保
法
案
は
憲
法
違
反
」
と
の
見

解
を
述
べ
て
い
た
の
だ
。
違
憲
で
あ
る
こ

と
は
明
白
だ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
の
、
数

を
頼
ん
で
の
ゴ
リ
押
し
成
立
。

一
方
、
2
0
1
5
年
８
月
30
日
を
私
た

ち
は
記
念
す
べ
き
日
と
し
て
深
く
記
憶
に

留
め
て
置
く
だ
ろ
う
。
こ
の
日
、
国
会
周

辺
は
こ
の
法
案
に
反
対
す
る
人
々
12
万
人

に
よ
っ
て
埋
め
尽
く
さ
れ
、
全
国
で
は

3
0
0
ヶ
所
以
上
で
デ
モ
・
集
会
が
開
催

さ
れ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ

ｓ
」
に
見
ら
れ
る
如
く
、
多
数
の
若
者
た

ち
の
参
加
。
今
後
の
闘
い
に
向
け
て
の
画

期
的
集
会
と
も
な
っ
た
。
各
団
体
は
法
廃

止
に
向
け
て
運
動
継
続
を
表
明
し
て
い
る
。

今
次
闘
争
の
中
で
芽
生
え
た
各
種“
財
産
”

を
活
か
し
て
の
共
闘
の
一
翼
を
私
達
も

担
っ
て
い
こ
う
。�

（
か
）

ロ
ジ
ッ
ク
は
、「
日
本
が
戦
争
に
負

け
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
大
義
も
勝

利
の
可
能
性
も
な
い
戦
争
開
始
の
責

任
を
取
る
こ
と
も
、
反
省
も
必
要
な

い
。
負
け
を
認
め
ず
負
け
続
け
る
。

永
続
敗
戦
で
あ
る
」。
戦
争
指
導
者

が
戦
後
政
治
の
中
枢
を
担
う
。
岸
、

正
力
ら
で
す
。
再
登
用
の
た
め
敗
戦

を
隠
し
、
経
済
成
長
し
た
。
代
償
は

「
特
殊
な
対
米
従
属
体
制
」
で
す
。

恩
恵
は
政
・
官
・
財
界
な
ど
を
覆
っ

て
い
ま
す
。
安
倍
は
大
将
で
す
が
、

首
と
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
敗

戦
レ
ジ
ー
ム
」
を
崩
さ
な
い
限
り
、

利
権
に
た
か
る
人
た
ち
は
、
国
民
か

ら
搾
り
取
り
続
け
る
。
そ
れ
が
「
新

安
保
体
制
」
で
す
。
こ
れ
に
対
抗
す

る
に
は
、
闘
う
覚
悟
と
決
意
を
持
っ

た
政
治
勢
力
を
形
成
す
る
こ
と
、
そ

れ
を
私
た
ち
の
現
在
と
未
来
、
子
孫

に
残
せ
る
か
、
で
す
。
日
本
の
将
来

を
考
え
る
闘
い
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。�

（
し
）

風
速
81
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
強
風

で
、
与
那
国
島
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
21
号
。
日
退
教
第
６

次
沖
縄
交
流
「
辺
野
古
キ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
一
日
座
り
込

み
」
９
月
行
動
も
実
施
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
何
と
か
参
加
予
定
の
７

名
（
埼
玉
２
名
、
神
奈
川
高
３
名
、

大
分
１
名
、
事
務
局
１
名
）
は
沖
縄

に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
台
風
の
影
響

で
、
前
日
に
テ
ン
ト
は
た
た
ま
れ
柱

だ
け
の
状
態
に
。
そ
れ
で
も
28
日
当

日
は
沖
縄
高
退
教
松
田
事
務
局
長
の

運
転
で
ゲ
ー
ト
前
テ
ン
ト
へ
。
そ
こ

に
は
す
で
に
沖
縄
県
退
教
仲
村
会
長

や
島
尻
支
部
の
み
な
さ
ん
が
座
り
込

ん
で
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
公
京
都

の
退
職
者
の
皆
さ
ん
も
。
挨
拶
を
か

わ
し
て
私
た
ち
も
座
り
込
み
、
新
基

地
建
設
反
対
の
意
思
表
示
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
辺
野
古
大
浦

の
海
を
見
に
瀬
嵩
の
浜
へ
。
埋
め
立

て
工
事
用
の
や
ぐ
ら
も
台
風
の
影
響

で
撤
収
さ
れ
て
お
り
、
フ
ロ
ー
ト
が

揺
れ
て
い
る
だ
け
。
波
は
荒
い
が
静

か
な
海
で
し
た
。
次
回
は
10
月
26
日

（
月
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

翁
長
知
事
は
移
設
先
の
埋
め
立
て

承
認
の
取
り
消
し
に
向
け
た
動
き
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
日
退
教
は
引
き

続
き
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
運

動
に
と
り
く
む
と
と
も
に
、「
辺
野

古
基
金
」
へ
の
協
力
を
各
単
会
会
員

個
々
に
要
請
し
ま
す
。
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なたにや正義参議院議員

神本みえ子参議院議員

憲法違反の戦争法案を
強行可決させた

自・公・次などへ鉄槌を！
2016参院選で、必ず、与党を少数に！！
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奥６人が日退教

瀬嵩の浜で

辺
野
古
新
基
地
建
設
許
さ
な
い！

　「
辺
野
古
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前

一
日
座
り
込
み
」（
９
月
）
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ー
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か
ら
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2
0
1
5
年
９
月
19
日
午
前
２

時
18
分
、
政
府
・
与
党
は
暴
力
的

に
国
会
（
参
議
院
）
審
議
を
打
ち

切
り
、
憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
を

強
行
採
決
し
ま
し
た
。
こ
の
瞬
間
、

日
本
国
は
行
政
府
に
引
き
続
き
立

法
府
も
憲
法
違
反
を
犯
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
「
戦
争

法
案
は
違
憲
」「
手
続
き
上
の
無

効
・
実
行
停
止
」
な
ど
を
訴
え
て
、

国
民
各
層
と
協
力
し
て
、
戦
争
法

を
発
動
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
進

め
ま
し
ょ
う
！

こ
の
た
た
か
い
の
中
で
、
高
齢

者
、
若
者
・
学
生
・
労
働
者
・
母

親
・
学
者
・
作
家
・
俳
優
・
芸
術

家
・
宗
教
家
な
ど
多
様
な
人
々
が「
立

憲
主
義
を
守
ろ
う
」「
民
主
主
義
を

守
ろ
う
」
と
「
一
人
の
人
間
と
し

て
」
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
た
た
か
い

の
基
盤
は
、
た
た
か
い
を
通
じ
て
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の
こ
と
に
大
き
な
自
信
を
持
っ
て
、

更
に
前
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
生
涯
を
か
け
て
！

※
詳
細
は
「
日
退
教　

事
務
局
速

報
15

−
４
号
」（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
Ｏ
Ｋ
）
に
あ
り
ま
す
。

今
の「
平
和
危
機
」は
、「
隠

し
て
き
た
も
の
が
、
隠
し
き

れ
な
く
な
っ
た
」
が
本
質
で

す
。「
違
憲
か
ど
う
か
は
ど

う
で
も
い
い
」
が
安
倍
政
権

の
本
音
で
す
。
日
本
の
法
体

系
は
、
憲
法
と
、
日
米
安
保
・

地
位
協
定
・
密
約
等
の
二
重

に
な
っ
て
い
ま
す
。
両
者
の

優
先
権
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。

９
条
で
の
軍
事
政
策
制
限
を

外
す
の
が
、「
新
安
保
法
」

の
真
の
狙
い
で
す
。
問
題
は
、

終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
が
始
ま
り
ま
す
。

「
敗
戦
レ
ジ
ー
ム
」
の
土

台
は
冷
戦
構
造
で
し
た
が
、

25
年
前
に
終
息

し
ま
し
た
。
こ

れ
が
「
３
・
11
」

に
よ
っ
て
「
永

続
」「
敗
戦
レ

ジ
ー
ム
」
と
し

て
再
浮
上
し
ま

し
た
。
な
い
土

台
の「
再
構
築
」

が
、「
閣
議
決

定
で
改
憲
」
の

政
治
手
法
で
し
た
。
改
憲
に

は
国
民
投
票
が
必
要
で
す
が
、

投
票
手
続
き
を
放
棄
し
、
ま

ず
戦
争
状
況
を
作
り
出
し
、

こ
れ
を
追
認
す
る
。
そ
れ
が

集
団
的
自
衛
権
行
使
で
す
。

大
人
は
戦
争
ご
っ
こ
を
し
ま

せ
ん
が
、
安
倍
は
そ
の
区
別

が
つ
か
な
い
よ
う
で
す
。
た

だ
、
戦
争
や
ろ
う
と
す
れ
ば

ね
じ
れ
が
生
じ
ま
す
。
軍
需

産
業
増
強
・
軍
事
強
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。経
団
連
も「
軍

需
産
業
を
基
幹
産
業
に
」
と

言
い
、
武
器
輸
出
解
禁
も
あ

り
ま
す
。
軍
産
協
同
な
し
に

は
経
済
総
体
が
回
ら
な
い
、

こ
れ
が
資
本
主
義
シ

ス
テ
ム
で
す
。
そ
こ

で
登
場
す
る
の
が
中

国
問
題
で
す
。
中
国

は
経
済
力
・
軍
事
力

共
に
強
大
に
な
り
ま

し
た
が
、
即
戦
争
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
対

中
強
化
論
は
、
対
米

従
属
強
化
の
た
め
の

口
実
な
の
で
す
。

政
・
官
・
財
の
エ
リ
ー
ト

に
任
せ
て
お
け
ば
安
心
、
の

信
頼
観
は
、「
３
・
11
」
で
粉

微
塵
に
な
り
ま
し
た
。
事
故

後
見
た
電
話
の
や
り
取
り
、

第
一
原
発
吉
田
所
長
が
「
原

子
炉
に
海
水
を
入
れ
る
」
に

対
し
本
店
が
「
炉
が
お
シ
ャ

カ
に
な
る
か
ら
や
め
ろ
」
の

返
事
。「
炉
は
既
に
お
シ
ャ

カ
で
あ
る
」、「
ま
ず
冷
や
す

こ
と
が
必
要
」、「
原
子
炉
爆

発
で
日
本
全
体
危
機
状
態
」

を
会
社
ト
ッ
プ
が
把
握
で
き

な
い
。
エ
リ
ー
ト
の
劣
化
以

外
の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
昨
年
の
総
選
挙
で
自
民

党
は
勝
ち
ま
し
た
が
、
政
策

は
民
主
党
政
権
時
の
キ
ャ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
で
す
。
民
主

党
は
す
ぐ
受
け
皿
に
な
れ
な

い
が
、
自
民
党
に
対
抗
で
き

る
政
党
に
な
る
必
要
は
あ
り

ま
す
。
自
民
党
的
な
人
を
排

し
、
闘
う
民
主
党
に
脱
皮
す

る
こ
と
で
存
在
意
義
が
生
ま

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
「
永
続

敗
戦
論
」
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。

「
敗
戦
論
」
の
き
っ
か
け

は
、
普
天
間
基
地
移
転
問
題

で
鳩
山
さ
ん
が
敗
北
し
退
陣

し
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
気

づ
い
た
の
は
、「
敗
戦
」を「
終

戦
」
と
し
た
の
と
同
義
だ
っ

た
こ
と
で
す
。
笠
井
潔
さ
ん

は
、「
戦
争
指
導
層
の
妄
想

的
な
自
己
過
信
と
無
責
任
な

不
決
断
と
混
迷
・
・
こ
れ
ら

す
べ
て
が
、
原
発
事
故
で
再

現
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。「戦

後
の
核
心
」
は
「
敗

戦
の
否
認
」
で
あ
り
、
そ
の

違
憲
の
戦
争
法
案
に
不
服
従
を
!!

　
　

日
退
教
会
長
声
明�

西
澤　

清

９月23日　
上野千鶴子さん

９月17日　国会図書館前　雨の中　
日教組加藤委員長、小西副委員長も

８月23日　国会正門前

８月30日　国会大包囲　
議員会館前

９月15日　退連　
衆議院議面前で民主・社民党へエール

９月23日　
韓国のカトリック平和団体

９月18日　国会図書館前　
参議院での採決反対を求めて

８月23日　国会正門前
「安倍政権にNO!」

９月15日　退職者連合デモ
「安倍内閣の暴走ストップ」

９月16日　国会正門前　
座り込み

９月23日　フランスの
カトリーヌ・ガドゥ映画監督

９月23日　代々木公園で

９月14日　地公３単産高齢者集会で
挨拶する西澤会長

９月14日　講演する白井聡さん

地
（９月14日）

公三単産・地公退、退
（９月15日）

職者連合高齢者集会

開催
される！

西澤会長は、９月14日、地公退会長として、８月14日の戦後70年談話、戦争法案、
辺野古の工事再開などについて痛烈に批判をするとともに、歴史認識を鍛え直
す必要があると訴えました。その後、「永続敗戦論」の著者である白井聡さん（京
都精華大学）が「戦後史と平和を考える」というテーマで講演をしました。

次
ペ
ー
ジ
へ
➡

記
念
講
演

テ
ー
マ「
戦
後
史
と
平
和
を
考
え
る
」
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華
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（2）（3）

2
0
1
5
年
９
月
19
日
午
前
２

時
18
分
、
政
府
・
与
党
は
暴
力
的

に
国
会
（
参
議
院
）
審
議
を
打
ち

切
り
、
憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
を

強
行
採
決
し
ま
し
た
。
こ
の
瞬
間
、

日
本
国
は
行
政
府
に
引
き
続
き
立

法
府
も
憲
法
違
反
を
犯
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
「
戦
争

法
案
は
違
憲
」「
手
続
き
上
の
無

効
・
実
行
停
止
」
な
ど
を
訴
え
て
、

国
民
各
層
と
協
力
し
て
、
戦
争
法

を
発
動
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
進

め
ま
し
ょ
う
！

こ
の
た
た
か
い
の
中
で
、
高
齢

者
、
若
者
・
学
生
・
労
働
者
・
母

親
・
学
者
・
作
家
・
俳
優
・
芸
術

家
・
宗
教
家
な
ど
多
様
な
人
々
が「
立

憲
主
義
を
守
ろ
う
」「
民
主
主
義
を

守
ろ
う
」
と
「
一
人
の
人
間
と
し

て
」
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
た
た
か
い

の
基
盤
は
、
た
た
か
い
を
通
じ
て
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の
こ
と
に
大
き
な
自
信
を
持
っ
て
、

更
に
前
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
生
涯
を
か
け
て
！

※
詳
細
は
「
日
退
教　

事
務
局
速

報
15

−

４
号
」（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
Ｏ
Ｋ
）
に
あ
り
ま
す
。

今
の「
平
和
危
機
」は
、「
隠

し
て
き
た
も
の
が
、
隠
し
き

れ
な
く
な
っ
た
」
が
本
質
で

す
。「
違
憲
か
ど
う
か
は
ど

う
で
も
い
い
」
が
安
倍
政
権

の
本
音
で
す
。
日
本
の
法
体

系
は
、
憲
法
と
、
日
米
安
保
・

地
位
協
定
・
密
約
等
の
二
重

に
な
っ
て
い
ま
す
。
両
者
の

優
先
権
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。

９
条
で
の
軍
事
政
策
制
限
を

外
す
の
が
、「
新
安
保
法
」

の
真
の
狙
い
で
す
。
問
題
は
、

終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
が
始
ま
り
ま
す
。

「
敗
戦
レ
ジ
ー
ム
」
の
土

台
は
冷
戦
構
造
で
し
た
が
、

25
年
前
に
終
息

し
ま
し
た
。
こ

れ
が
「
３
・
11
」

に
よ
っ
て
「
永

続
」「
敗
戦
レ

ジ
ー
ム
」
と
し

て
再
浮
上
し
ま

し
た
。
な
い
土

台
の「
再
構
築
」

が
、「
閣
議
決

定
で
改
憲
」
の

政
治
手
法
で
し
た
。
改
憲
に

は
国
民
投
票
が
必
要
で
す
が
、

投
票
手
続
き
を
放
棄
し
、
ま

ず
戦
争
状
況
を
作
り
出
し
、

こ
れ
を
追
認
す
る
。
そ
れ
が

集
団
的
自
衛
権
行
使
で
す
。

大
人
は
戦
争
ご
っ
こ
を
し
ま

せ
ん
が
、
安
倍
は
そ
の
区
別

が
つ
か
な
い
よ
う
で
す
。
た

だ
、
戦
争
や
ろ
う
と
す
れ
ば

ね
じ
れ
が
生
じ
ま
す
。
軍
需

産
業
増
強
・
軍
事
強
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。経
団
連
も「
軍

需
産
業
を
基
幹
産
業
に
」
と

言
い
、
武
器
輸
出
解
禁
も
あ

り
ま
す
。
軍
産
協
同
な
し
に

は
経
済
総
体
が
回
ら
な
い
、

こ
れ
が
資
本
主
義
シ

ス
テ
ム
で
す
。
そ
こ

で
登
場
す
る
の
が
中

国
問
題
で
す
。
中
国

は
経
済
力
・
軍
事
力

共
に
強
大
に
な
り
ま

し
た
が
、
即
戦
争
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
対

中
強
化
論
は
、
対
米

従
属
強
化
の
た
め
の

口
実
な
の
で
す
。

政
・
官
・
財
の
エ
リ
ー
ト

に
任
せ
て
お
け
ば
安
心
、
の

信
頼
観
は
、「
３
・
11
」
で
粉

微
塵
に
な
り
ま
し
た
。
事
故

後
見
た
電
話
の
や
り
取
り
、

第
一
原
発
吉
田
所
長
が
「
原

子
炉
に
海
水
を
入
れ
る
」
に

対
し
本
店
が
「
炉
が
お
シ
ャ

カ
に
な
る
か
ら
や
め
ろ
」
の

返
事
。「
炉
は
既
に
お
シ
ャ

カ
で
あ
る
」、「
ま
ず
冷
や
す

こ
と
が
必
要
」、「
原
子
炉
爆

発
で
日
本
全
体
危
機
状
態
」

を
会
社
ト
ッ
プ
が
把
握
で
き

な
い
。
エ
リ
ー
ト
の
劣
化
以

外
の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
昨
年
の
総
選
挙
で
自
民

党
は
勝
ち
ま
し
た
が
、
政
策

は
民
主
党
政
権
時
の
キ
ャ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
で
す
。
民
主

党
は
す
ぐ
受
け
皿
に
な
れ
な

い
が
、
自
民
党
に
対
抗
で
き

る
政
党
に
な
る
必
要
は
あ
り

ま
す
。
自
民
党
的
な
人
を
排

し
、
闘
う
民
主
党
に
脱
皮
す

る
こ
と
で
存
在
意
義
が
生
ま

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
「
永
続

敗
戦
論
」
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。

「
敗
戦
論
」
の
き
っ
か
け

は
、
普
天
間
基
地
移
転
問
題

で
鳩
山
さ
ん
が
敗
北
し
退
陣

し
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
気

づ
い
た
の
は
、「
敗
戦
」を「
終

戦
」
と
し
た
の
と
同
義
だ
っ

た
こ
と
で
す
。
笠
井
潔
さ
ん

は
、「
戦
争
指
導
層
の
妄
想

的
な
自
己
過
信
と
無
責
任
な

不
決
断
と
混
迷
・
・
こ
れ
ら

す
べ
て
が
、
原
発
事
故
で
再

現
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。「戦

後
の
核
心
」
は
「
敗

戦
の
否
認
」
で
あ
り
、
そ
の

違
憲
の
戦
争
法
案
に
不
服
従
を
!!

　
　

日
退
教
会
長
声
明�

西
澤　

清

９月23日　
上野千鶴子さん

９月17日　国会図書館前　雨の中　
日教組加藤委員長、小西副委員長も

８月23日　国会正門前

８月30日　国会大包囲　
議員会館前

９月15日　退連　
衆議院議面前で民主・社民党へエール

９月23日　
韓国のカトリック平和団体

９月18日　国会図書館前　
参議院での採決反対を求めて

８月23日　国会正門前
「安倍政権にNO!」

９月15日　退職者連合デモ
「安倍内閣の暴走ストップ」

９月16日　国会正門前　
座り込み

９月23日　フランスの
カトリーヌ・ガドゥ映画監督

９月23日　代々木公園で

９月14日　地公３単産高齢者集会で
挨拶する西澤会長

９月14日　講演する白井聡さん

地
（９月14日）

公三単産・地公退、退
（９月15日）

職者連合高齢者集会

開催
される！

西澤会長は、９月14日、地公退会長として、８月14日の戦後70年談話、戦争法案、
辺野古の工事再開などについて痛烈に批判をするとともに、歴史認識を鍛え直
す必要があると訴えました。その後、「永続敗戦論」の著者である白井聡さん（京
都精華大学）が「戦後史と平和を考える」というテーマで講演をしました。

次
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史
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（4）（1）

2
0
1
5
年
９
月
17
日
、
参
院
特

別
委
員
会
に
お
い
て
鴻
池
委
員
長
は

採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。
当
初
は
、

「
参
議
院
は
衆
議
院
の
コ
ピ
ー
で
は

な
い
、
良
識
の
府
と
し
て
の
議
論
を

す
る
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
の
強
行

採
決
で
し
た
。

議
事
録
に
は
「
委
員
長
（
鴻
池
祥

肇
君
）
…
…
（
発
言
す
る
者
多
く
、

議
場
騒
然
、
聴
取
不
能
）
と
記
さ
れ
、

委
員
長
退
席
、
午
後
４
時
36
分
」
と

し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。（
水
岡

俊
一
日
政
連
参
議
院
議
員
・
兵
庫
選

出
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ
ー
ル
に
よ
る
。）

こ
れ
で
、
本
当
に
委
員
会
可
決
と

い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

な
た
に
や
正
義
参
議
院
議
員
（
日

政
連
）
は
横
浜
の
地
方
公
聴
会
（
９

月
16
日
午
後
２
時
）
で
「
こ
の
地
方

公
聴
会
の
後
に
、
も
う
一
度
特
別
委

員
会
を
開
く
こ
と
を
職
権
で
決
め
た

こ
と
は
大
変
遺
憾
で
許
せ
な
い
、
抗

議
を
申
し
上
げ
る
」「
限
定
的
な
集

団
的
自
衛
権
と
い
う
言
葉
は
、
国
際

法
上
あ
り
得
な
い
言
葉
で
、
安
倍
政

権
が
作
っ
た
勝
手
な
言
葉
だ
」
な
ど

と
発
言
し
ま
し
た
。
広
瀬
清
吾
公
述

人
も
「
今
日
、
こ
の
後
に
強
行
採
決

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
も
し
起
こ
る

と
す
れ
ば
、
参
議
院
の
良
識
が
問
わ

れ
る
事
態
に
な
る
」
と
発
言
し
ま
し

た
が
、
議
事
録
に
も
記
載
さ
れ
な
い

の
に
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

９
月
18
日
、
参
議
院
本
会
議
に
お

い
て
、神
本
み
え
子
参
議
院
議
員（
日

政
連
）
は
、
安
倍
総
理
に
対
す
る
問

責
決
議
案
に
対
し
て
賛
成
の
討
論
を

行
い
ま
し
た
。「
昨
日
の
強
行
採
決

で
は
、
与
党
の
特
別
委
員
会
委
員
以

外
の
多
数
の
議
員
が
鴻
池
委
員
長
を

取
り
囲
み
、
野
党
議
員
は
評
決
権
を

行
使
で
き
な
か
っ
た
。
委
員
長
は
評

決
権
を
奪
う
こ
と
は
で
き
ず
、
今
回

の
採
決
は
無
効
で
あ
る
。
又
、
今
も

多
く
の
人
た
ち
が
国
会
を
包
囲
し
な

が
ら
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
と
い
う

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
い
る
。
国
民

が
許
さ
な
い
ア
ベ
政
治
と
は
何
か
。

そ
れ
は
、
第
１
に
『
国
民
に
真
実
を

語
ら
ず
嘘
を
つ
い
て
い
る
こ
と
』、

第
２
に
『
米
国
へ
の
追
随
』、
第
３

に
『
安
保
法
制
の
真
実
を
報
道
し
よ

う
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
や
自
ら
の
意
見

を
声
に
出
そ
う
と
す
る
人
た
ち
に
恫

喝
を
か
け
る
こ
と
』
だ
。
ア
ベ
政
治

の
暴
走
に
よ
っ
て
自
由
と
民
主
主
義

の
基
本
が
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
さ
に
、
平
和
、
立
憲
主
義
、
民
主

主
義
の
存
立
危
機
事
態
で
安
倍
内
閣

の
退
陣
を
求
め
る
」
と
。

◆
編
集
後
記
◆

2
0
1
5
年
９
月
19
日
を
私
た
ち
は
決

し
て
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
を
柱
と
す
る
安
全
保
障
関
連

法
が
、
こ
の
日
の
未
明
の
参
院
本
会
議
で
、

自
民
・
公
明
両
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
・
成
立
し
た
日
だ
。
私
も
未
明
ま
で
抗

議
行
動
に
参
加
し
、
そ
の
瞬
間
激
し
い
怒

り
に
包
ま
れ
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
17
日
に
は
参
院
特
別
委

員
会
で
の
強
行
採
決
。
そ
の
一
部
始
終
を

テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
が
、
あ
の
状
況
で
可

決
さ
れ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。“
ど

さ
く
さ
採
決
”
無
効
の
運
動
も
開
始
さ
れ

た
。採

決
後
の
各
種
世
論
調
査
で
も
「
国
会

で
の
審
議
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
思
わ
な

い
」
が
80
％
近
く
を
占
め
、
多
く
の
国
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
状
況
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
６
月
４
日
に

行
わ
れ
た
憲
法
審
査
会
で
参
考
人
３
人
全

員
が
「
安
保
法
案
は
憲
法
違
反
」
と
の
見

解
を
述
べ
て
い
た
の
だ
。
違
憲
で
あ
る
こ

と
は
明
白
だ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
の
、
数

を
頼
ん
で
の
ゴ
リ
押
し
成
立
。

一
方
、
2
0
1
5
年
８
月
30
日
を
私
た

ち
は
記
念
す
べ
き
日
と
し
て
深
く
記
憶
に

留
め
て
置
く
だ
ろ
う
。
こ
の
日
、
国
会
周

辺
は
こ
の
法
案
に
反
対
す
る
人
々
12
万
人

に
よ
っ
て
埋
め
尽
く
さ
れ
、
全
国
で
は

3
0
0
ヶ
所
以
上
で
デ
モ
・
集
会
が
開
催

さ
れ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ

ｓ
」
に
見
ら
れ
る
如
く
、
多
数
の
若
者
た

ち
の
参
加
。
今
後
の
闘
い
に
向
け
て
の
画

期
的
集
会
と
も
な
っ
た
。
各
団
体
は
法
廃

止
に
向
け
て
運
動
継
続
を
表
明
し
て
い
る
。

今
次
闘
争
の
中
で
芽
生
え
た
各
種“
財
産
”

を
活
か
し
て
の
共
闘
の
一
翼
を
私
達
も

担
っ
て
い
こ
う
。�

（
か
）

ロ
ジ
ッ
ク
は
、「
日
本
が
戦
争
に
負

け
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
大
義
も
勝

利
の
可
能
性
も
な
い
戦
争
開
始
の
責

任
を
取
る
こ
と
も
、
反
省
も
必
要
な

い
。
負
け
を
認
め
ず
負
け
続
け
る
。

永
続
敗
戦
で
あ
る
」。
戦
争
指
導
者

が
戦
後
政
治
の
中
枢
を
担
う
。
岸
、

正
力
ら
で
す
。
再
登
用
の
た
め
敗
戦

を
隠
し
、
経
済
成
長
し
た
。
代
償
は

「
特
殊
な
対
米
従
属
体
制
」
で
す
。

恩
恵
は
政
・
官
・
財
界
な
ど
を
覆
っ

て
い
ま
す
。
安
倍
は
大
将
で
す
が
、

首
と
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
敗

戦
レ
ジ
ー
ム
」
を
崩
さ
な
い
限
り
、

利
権
に
た
か
る
人
た
ち
は
、
国
民
か

ら
搾
り
取
り
続
け
る
。
そ
れ
が
「
新

安
保
体
制
」
で
す
。
こ
れ
に
対
抗
す

る
に
は
、
闘
う
覚
悟
と
決
意
を
持
っ

た
政
治
勢
力
を
形
成
す
る
こ
と
、
そ

れ
を
私
た
ち
の
現
在
と
未
来
、
子
孫

に
残
せ
る
か
、
で
す
。
日
本
の
将
来

を
考
え
る
闘
い
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。�

（
し
）

風
速
81
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
強
風

で
、
与
那
国
島
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
21
号
。
日
退
教
第
６

次
沖
縄
交
流
「
辺
野
古
キ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
一
日
座
り
込

み
」
９
月
行
動
も
実
施
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
何
と
か
参
加
予
定
の
７

名
（
埼
玉
２
名
、
神
奈
川
高
３
名
、

大
分
１
名
、
事
務
局
１
名
）
は
沖
縄

に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
台
風
の
影
響

で
、
前
日
に
テ
ン
ト
は
た
た
ま
れ
柱

だ
け
の
状
態
に
。
そ
れ
で
も
28
日
当

日
は
沖
縄
高
退
教
松
田
事
務
局
長
の

運
転
で
ゲ
ー
ト
前
テ
ン
ト
へ
。
そ
こ

に
は
す
で
に
沖
縄
県
退
教
仲
村
会
長

や
島
尻
支
部
の
み
な
さ
ん
が
座
り
込

ん
で
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
公
京
都

の
退
職
者
の
皆
さ
ん
も
。
挨
拶
を
か

わ
し
て
私
た
ち
も
座
り
込
み
、
新
基

地
建
設
反
対
の
意
思
表
示
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
辺
野
古
大
浦

の
海
を
見
に
瀬
嵩
の
浜
へ
。
埋
め
立

て
工
事
用
の
や
ぐ
ら
も
台
風
の
影
響

で
撤
収
さ
れ
て
お
り
、
フ
ロ
ー
ト
が

揺
れ
て
い
る
だ
け
。
波
は
荒
い
が
静

か
な
海
で
し
た
。
次
回
は
10
月
26
日

（
月
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

翁
長
知
事
は
移
設
先
の
埋
め
立
て

承
認
の
取
り
消
し
に
向
け
た
動
き
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
日
退
教
は
引
き

続
き
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
運

動
に
と
り
く
む
と
と
も
に
、「
辺
野

古
基
金
」
へ
の
協
力
を
各
単
会
会
員

個
々
に
要
請
し
ま
す
。
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なたにや正義参議院議員

神本みえ子参議院議員

憲法違反の戦争法案を
強行可決させた

自・公・次などへ鉄槌を！
2016参院選で、必ず、与党を少数に！！
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奥６人が日退教

瀬嵩の浜で

辺
野
古
新
基
地
建
設
許
さ
な
い！

　「
辺
野
古
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前

一
日
座
り
込
み
」（
９
月
）
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